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わ
が
国
に
お
け
る
朝
鮮
の
神
話
伝
承
の
研
究
は
、

喜
田
貞
吉
、
三
品
彰
英
、
岡
正
雄
、
松
前
健
氏
な
ど

の
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
関
心
が
払
わ
れ
て
き

た
こ
と
も
あ
り
、
研
究
史
に
は
多
彩
な
堆
積
が
あ

る
。
そ
れ
ら
は
、
主
と
し
て
記
紀
神
話
と
の
比
較
研

究
に
主
眼
が
あ
っ
た
。
古
代
に
お
い
て
、
朝
鮮
半
島

か
ら
渡
来
し
た
人
々
や
文
物
な
ど
に
よ
っ
て
、
わ
が

国
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
大
き
な
影
響
が
与
え
ら
れ

た
の
で
あ
り
、
記
紀
神
話
と
そ
の
周
辺
へ
の
関
連
を

含
め
て
の
比
較
研
究
は
注
目
の
的
で
あ
り
つ
づ
け

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

近
時
、
特
に
、
こ
の
方
面
に
関
し
て
の
研
究
を
構

造
論
的
視
点
か
ら
推
進
し
て
き
た
の
が
大
林
太
良

氏
、
吉
田
敦
彦
氏
な
ど
で
あ
っ
た
。
長
年
に
わ
た
っ

て
、
大
林
太
良
氏
の
講
筵
に
列
し
、
朝
鮮
神
話
研
究

を
展
開
し
て
き
た
の
が
、
依
田
千
百
子
氏
（
摂
南
大

学
）
で
あ
る
。
今
回
、
こ
こ
に
『
朝
鮮
の
王
権
と
神

話
伝
承
』（
勉
誠
出
版　

二
〇
〇
七
）
の
大
冊
を
刊

行
さ
れ
た
。

　

依
田
千
百
子
氏
に
は
、
す
で
に
、『
朝
鮮
民
俗
文

化
の
研
究
』（
瑠
璃
書
房　

一
九
八
五
）、『
朝
鮮
神

話
伝
承
の
研
究
』（
瑠
璃
書
房　

一
九
九
一
）
な
ど

の
主
著
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
三
百
頁
～
四
百
頁
を
越

え
る
大
冊
で
あ
る
。

　

本
書
の
構
成
は
、
四
部
・
一
七
章
・
附
章
一
か
ら

成
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
主
要
部
分
を
あ
げ
て
み
よ

う
。

　

序
に
か
え
て

　

第
一
部　

越
境
す
る
神
話
伝
承

〔
朝
鮮
神
話
と
記
紀
神
話
〕

第
一
章　

�

朝
鮮
の
巫
歌
型
創
成
神
話
の
構
造

と
記
紀
神
話

第
二
章　

�

高
句
麗
の
建
国
神
話
と
日
本
神
話

―
随
伴
神
を
め
ぐ
る
諸
問
題

〔
朝
鮮
の
神
話
伝
承
の
多
元
的
流
入
〕

第
三
章　

�

渡
来
人
の
神
話
伝
承
―
朝
鮮
渡
来

文
化
の
足
跡
と
そ
の
歴
史
的
意
義

〔
環
日
本
海
海
流
と
神
話
伝
承
〕

第
四
章　

�

朝
鮮
か
ら
み
た
日
本
海
域
の
神
話

伝
承

　

第
二
部　

朝
鮮
王
権
の
構
造
と
祭
り

〔
朝
鮮
王
権
の
深
層
〕

第
五
章　

�

朝
鮮
古
代
王
権
の
構
造
―
神
聖
王

権
・
聖
俗
二
分
構
造
・
女
性
の
霊
的

優
位
性

第
六
章　

朝
鮮
の
祭
り
と
王
権

　

第
三
部　

朝
鮮
の
王
権
と
神
話
伝
承

〔
王
権
の
物
語
〕

第
七
章　

朝
鮮
の
王
権
と
古
代
文
学

〔
王
権
を
め
ぐ
る
神
話
伝
承
〕

第
八
章　

�

朝
鮮
の
王
権
と
鍛
冶
伝
承
―
王
権

と
鉄

第
九
章　

�

朝
鮮
の
王
権
起
源
伝
説
と
動
物
―

王
権
と
動
物

〔
王
権
と
英
雄
〕

第
一
〇
章　

�

建
国
の
英
雄
と
救
国
の
英
雄
―

朱
蒙
、
金
庾
信
、
李
舜
臣

第
一
一
章　

�

王
権
を
支
え
た
賢
者
―
三
国
統

一
の
英
傑
・
金
庾
信

依
田
千
百
子
著

『
朝
鮮
の
王
権
と
神
話
伝
承
』

山 

下
　
欣 

一
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第
四
部　

�

天
と
地
、
海
と
山
―
神
話
伝
承
か
ら
み

た
朝
鮮
民
族
の
世
界
観

〔
創
世
神
話
か
ら
〕

第
一
二
章　

�
朝
鮮
の
日
月
神
話
―
神
話
、
巫

歌
、
民
間
説
話
か
ら

第
一
三
章　

朝
鮮
の
洪
水
神
話

〔
海
と
山
の
神
話
伝
承
〕

第
一
四
章　

�

朝
鮮
の
海
洋
他
界
観
―
死
者
の

島
・
死
者
の
国

第
一
五
章　

�

朝
鮮
の
龍
蛇
信
仰
―
王
権
と
水

神
・
富
と
怨
霊
の
シ
ン
ボ
ル

第
一
六
章　

�

朝
鮮
の
竜
王
―
竜
王
か
ら
の
贈

り
物
説
話
を
中
心
に

第
一
七
章　

�

異
界
と
し
て
の
山
―
朝
鮮
の
神

話
伝
承
か
ら

附
章　
　
　

�

金
徳
順
の
中
国
朝
鮮
族
民
間
故

事
と
韓
国
昔
話
―
口
承
文
芸
の

越
境
と
再
創
造

　

以
上
の
よ
う
な
本
書
の
構
成
か
ら
み
て
も
依
田

千
百
子
氏
の
視
点
は
、
ま
ず
は
巨
視
的
に
問
題
点
を

設
定
し
、
論
考
を
展
開
す
る
の
に
資
料
群
を
精
査
し

つ
つ
細
部
を
検
証
し
て
い
き
結
論
に
至
る
と
い
う

方
法
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
点
が
指
摘
で
き
る
。

　

そ
の
例
示
と
し
て
、
本
書
の
巻
頭
に
お
か
れ
た

〔
朝
鮮
神
話
と
記
紀
神
話
〕
の
「
第
一
章　

朝
鮮
の

巫
歌
型
創
世
神
話
の
構
造
と
記
紀
神
話
」
を
と
り
上

げ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

著
者
は
、
ま
ず
、
こ
こ
で
は
、
朝
鮮
の
神
話
の
神

話
伝
承
の
日
本
へ
の
影
響
を
論
究
し
て
い
る
が
、
朝

鮮
は
地
理
的
に
日
本
と
一
衣
帯
水
の
間
に
あ
り
、
文

化
的
に
も
多
く
の
影
響
を
受
け
て
き
た
と
す
る
。
文

字
を
は
じ
め
と
し
て
、
大
陸
の
先
進
文
化
は
朝
鮮
か

ら
の
渡
来
人
に
よ
っ
て
日
本
へ
伝
え
ら
れ
た
。
こ
の

よ
う
な
歴
史
的
文
化
的
親
近
性
は
、
当
然
神
話
に
も

反
映
し
て
多
く
の
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る

基
本
的
視
点
を
構
築
す
る
。

　

従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
視
点
か
ら
、
次
の

よ
う
な
比
較
研
究
が
あ
げ
ら
れ
る
と
す
る
。

Ⅰ
日
朝
両
国
の
神
話
伝
承
の
共
通
要
素
の
比
較

（一）
記
紀
神
話
と
『
三
国
史
記
』『
三
国
遺
事
』

に
記
載
さ
れ
て
い
る
朝
鮮
の
古
典
伝
承
と

の
比
較

（二）
『
三
国
史
記
』『
三
国
遺
事
』
あ
る
い
は
中

国
の
文
献
に
出
て
く
る
史
料
以
外
の
、
朝
鮮

の
民
間
神
話
（
巫
歌
、
民
間
説
話
）
と
の
比

較

Ⅱ
朝
鮮
渡
来
人
の
神
話
伝
承
の
検
討

（一）
神
功
皇
后
の
新
羅
征
討
説
話
や
天
日
矛
渡
来

説
話
な
ど
、
記
紀
の
朝
鮮
関
係
伝
承
の
検
討

（二）
三
輪
山
説
話
と
百
済
系
須
恵
器
生
産
者
集
団

の
関
係
・
上
記
以
外
の
渡
来
人
の
神
話
伝
承

の
検
討

　

Ⅲ
日
朝
語
の
比
較
研
究
の
筆
録
者
の
問
題
な
ど

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
日
朝
神
話
を
比
較

し
よ
う
と
す
る
場
合
、
資
料
上
の
制
約
が
あ
る
と
す

る
。

　

そ
れ
は
、
日
本
の
『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』
は

体
系
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に
創
世

神
話
と
建
国
王
権
神
話
の
両
者
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、朝
鮮
で
は
、『
三
国
史
記
』（
一
二
世
紀
）

『
三
国
遺
事
』（
一
三
世
紀
）と
そ
れ
に
先
行
す
る『
旧

三
国
史
』
逸
文
な
ど
が
、主
と
な
る
資
料
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
は
み
な
建
国
王
権
神
話
の
み
で
、
創
世
神

話
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
朝
鮮
の
創
世
神

話
は
民
間
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
巫
歌
や
民
間
説
話

な
ど
に
変
形
し
た
形
で
残
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

と
す
る
。
従
来
、
日
朝
神
話
の
類
似
が
そ
れ
ほ
ど

多
く
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
文
献
神
話
の
場

合
に
は
歴
史
化
が
は
げ
し
く
、
ま
た
巫
歌
の
場
合
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に
は
仏
教
や
道
教
の
影
響
が
強
く
変
形
が
著
し
い

た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
物
語
の
根
本
に
あ
る

構
造
を
と
り
出
し
て
構
造
的
比
較
研
究
を
行
な
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
日
朝
神
話
の
間
に
は
こ
れ
ま
で

気
づ
か
な
か
っ
た
多
く
の
類
似
が
明
確
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

　

次
に
、
朝
鮮
の
巫
歌
型
創
世
神
話
と
記
紀
神
話

の
構
造
的
比
較
を
試
み
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、

日
本
の
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
に
は
、
こ
の

世
の
始
ま
り
か
ら
順
序
よ
く
体
系
的
に
記
載
さ
れ

て
い
る
。
朝
鮮
の
場
合
に
は
、『
三
国
史
記
』（
一
二

世
紀
）、『
三
国
遺
事
』（
一
三
世
紀
）
と
こ
れ
に
先

行
す
る
『
旧
三
国
史
』
逸
文
な
ど
が
、
日
本
の
神
話

関
係
と
の
比
較
資
料
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
王
朝
起

源
神
話
の
み
で
、
世
界
の
起
源
に
つ
い
て
の
創
世
神

話
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
日

本
神
話
と
朝
鮮
神
話
の
類
似
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
指

摘
さ
れ
な
か
っ
た
事
情
に
は
、
文
献
神
話
の
場
合
に

は
歴
史
化
が
は
げ
し
く
、
他
方
巫
歌
の
場
合
に
は
仏

教
や
道
教
の
影
響
が
強
く
変
形
が
著
し
い
た
め
で

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
に
比
較
研
究
は
、
か
な
り
困
難

で
あ
っ
た
事
情
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
立
脚
点
か
ら
、
物
語
の
根
本
に
あ
る

構
造
を
と
り
出
し
て
、
構
造
的
比
較
的
研
究
を
試
み

る
の
だ
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
比
較
の
資
料

と
し
て
、
一
九
二
三
年
に
孫
晋
泰
に
よ
っ
て
咸
鏡
南

道
の
巫
歌
に
「
天
地
創
造
神
話
」
が
挿
入
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
発
見
さ
れ
て
以
来
、
第
二
次
大
戦
後
、
本

格
的
に
創
世
巫
歌
が
採
集
さ
れ
て
い
る
現
状
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、「
創
世
歌
」
と
し
て
咸
鏡
南
道
で

の
孫
晋
泰
に
よ
る
採
話
資
料
と
玄
容
駿
に
よ
る
済

州
島
の
「
天
地
開
闢
」
の
巫
歌
の
二
事
例
の
概
要
を

提
示
し
て
い
る
。

　

朝
鮮
半
島
北
部
の
咸
鏡
南
道
の
資
料
と
南
部
の

済
州
島
の
資
料
で
は
、
共
通
し
た
部
分
と
異
な
っ

た
部
分
が
あ
る
と
す
る
。
共
通
し
て
い
る
の
は
「
天

地
開
闢
」「
日
月
の
整
備
」、「
人
類
の
起
源
」「
こ
の

世
の
統
治
権
争
奪
競
争
」
の
四
つ
の
モ
チ
ー
フ
で
あ

る
。
し
か
し
、
北
部
の
咸
鏡
南
道
と
南
部
の
済
州
島

で
は
、
叙
述
が
相
違
す
る
部
分
も
あ
る
。
北
部
の
弥

勒
に
は
創
造
神
と
し
て
の
性
格
が
あ
り
、
南
部
の

大
星
王
に
は
稀
薄
で
あ
る
。
こ
の
世
の
統
治
を
競
う

二
神
の
関
係
は
、
済
州
島
で
は
指
令
者
で
あ
る
父
の

天
地
（
主
）
王
が
存
在
し
、
大
小
星
王
は
兄
弟
関
係

に
あ
る
が
、
咸
鏡
南
道
の
弥
勒
と
釈
迦
に
は
父
子
・

兄
弟
関
係
は
な
い
。
前
者
は
三
分
的
で
、
後
者
は
二

分
的
で
あ
る
。
ま
た
「
人
類
の
起
源
」
は
、
北
部
で

は
天
か
ら
金
銀
の
盤
の
上
に
落
ち
て
き
た
虫
か
ら

男
女
が
生
ま
れ
て
き
た
と
説
い
て
い
る
の
に
対
し
、

南
部
で
は
地
中
か
ら
涌
出
し
て
い
る
。
食
物
の
起
源

に
つ
い
て
も
北
部
で
は
「
神
が
食
物
を
吐
き
出
す
モ

チ
ー
フ
」
が
、
南
部
で
は
「
死
体
化
生
モ
チ
ー
フ
」

が
み
ら
れ
る
。
そ
の
他
「
原
初
混
沌
の
観
念
」、「
天

父
地
母
の
観
念
」「
宇
宙
二
大
領
域
の
神
が
賭
け
事

競
争
で
統
治
領
域
を
争
う
モ
チ
ー
フ
」、
こ
の
な
か

で
も
最
後
に
花
咲
か
せ
競
争
を
し
て
、
相
手
が
眠
っ

て
い
る
間
に
侵
入
者
が
相
手
の
花
を
取
り
替
え
て

（
盗
む
）
競
争
に
勝
ち
、
こ
の
世
の
統
治
者
に
な
っ

た
が
、
分
治
の
仕
方
が
詭
計
に
よ
っ
て
い
た
た
め

に
、
こ
の
世
は
混
乱
し
社
会
悪
が
絶
え
な
い
と
い
う

部
分
で
共
通
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
を
し
て
い
る
。

こ
の
宇
宙
分
治
の
話
は
、
日
本
の
宇
気
比
神
話
に
対

応
す
る
。
こ
の
よ
う
に
共
通
要
素
と
と
も
に
、
本
質

的
な
異
質
要
素
を
含
む
朝
鮮
の
創
世
巫
歌
は
、
南
北

二
類
型
に
分
類
で
き
る
と
し
、
こ
れ
ら
の
形
成
に

は
、
各
々
異
な
っ
た
基
層
文
化
が
関
与
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
全
篇
に

共
通
す
る
「
花
咲
か
せ
競
争
モ
チ
ー
フ
」
は
、
朝
鮮

固
有
の
創
世
神
話
の
上
に
被
覆
し
、
現
在
伝
わ
る
よ

う
な
創
世
巫
歌
に
整
備
・
再
編
成
さ
れ
る
の
は
新
し

い
仏
教
的
要
素
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
次
に
著
者

は
、
日
本
と
対
比
し
て
、
創
世
神
話
が
古
典
に
記
載

さ
れ
て
い
な
い
朝
鮮
の
実
状
か
ら
、
そ
れ
に
代
る
巫

歌
型
創
世
神
話
に
つ
い
て
咸
鏡
南
道
と
済
州
島
か

ら
の
事
例
を
あ
げ
、
こ
れ
ら
を
北
部
型
、
南
部
型
と
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し
、
こ
れ
ら
の
事
例
の
構
成
要
素
を
対
比
的
に
抽
出

し
、
主
要
モ
チ
ー
フ
と
し
て
ま
と
め
て
表
示
す
る
こ

と
を
試
み
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
創
世
巫
歌
の
物
語
の

構
成
要
素
を
抽
出
す
る
と
「
天
地
混
合
」「
天
地
分

離
」（
世
界
巨
人
・
自
然
的
分
離
）「
複
数
の
日
月
の

出
現
と
そ
の
整
備
」「
人
類
の
起
源
（
天
井
か
ら
降

し
た
虫
か
ら
、
大
地
か
ら
の
涌
出
）、「
天
父
地
母
の

結
婚
」「
宇
宙
分
治
者
（
大
・
小
星
王
）
の
誕
生
」「
天

神
の
宇
宙
分
治
の
命
令
」「
こ
の
世
の
統
治
権
争
奪

競
争
（
花
盗
み
）」「
天
体
と
地
上
の
混
乱
と
そ
の
整

備
」「
食
物
の
起
源
（
神
の
嘔
吐
、
死
体
化
生
）
の

各
モ
チ
ー
フ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
と
す
る
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
創
成
巫
歌
の
物

語
構
造
は
極
め
て
類
似
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
表
示
す
る
が
、
さ
ら
に
『
古
事
記
』
と
『
日

本
書
紀
』
の
構
造
と
対
比
す
る
、
そ
し
て
、
日
本

神
話
の
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
二
神
の
国
生
み
、
神

生
み
、
火
神
誕
生
、
黄
泉
国
訪
問
は
朝
鮮
の
巫
歌
に

見
当
た
ら
な
い
と
す
る
。
そ
の
他
の
モ
チ
ー
フ
に
つ

い
て
は
各
々
対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。
そ

し
て
、
日
本
神
話
の
イ
ザ
ナ
ミ
の
結
婚
か
ら
日
月
の

誕
生
、
宇
宙
分
治
、
誓
約
、
天
の
岩
戸
、
食
物
神
殺

し
、
八
俣
大
蛇
退
治
ま
で
の
伝
承
構
造
は
明
ら
か
に

朝
鮮
系
で
あ
る
こ
と
が
分
る
と
し
て
い
る
。
朝
鮮
の

創
世
巫
歌
は
仏
教
・
道
教
の
影
響
を
受
け
て
、
か
な

り
変
形
し
て
い
る
た
め
、
外
見
は
、
日
本
の
創
世
神

話
と
は
、
大
き
な
隔
り
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
が
、

物
語
を
抽
象
化
し
て
そ
の
根
底
に
あ
る
構
造
を
と

り
出
し
て
み
る
と
、
驚
く
ほ
ど
の
一
致
が
み
ら
れ
る

と
し
て
い
る
。
次
に
、
朝
鮮
の
創
世
神
話
の
構
造
の

特
徴
を
み
る
と
、
混
沌
か
ら
秩
序
へ
の
移
行
が
二
回

繰
り
返
し
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。

そ
れ
は
「
原
初
の
混
沌
」
が
原
初
の
混
沌
で
あ
る
と

す
る
と
、
二
度
目
の
混
沌
は
「
釈
迦
、
小
星
王
」
が

こ
の
世
を
纂
奪
し
た
後
に
出
現
し
た
「
混
沌
状
態
」

で
あ
る
。
弥
勒
と
釈
迦
あ
る
い
は
大
小
星
王
の
宇
宙

二
大
領
域
の
代
表
者
の
争
い
か
ら
、
複
数
の
日
月
が

出
現
し
、
そ
の
整
備
を
契
機
と
し
て
、
こ
の
世
の
新

秩
序
が
設
定
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
構
造
は
天
照
大

神
と
須
左
之
男
の
争
い
の
結
果
、
天
照
大
御
神
の
天

岩
戸
隠
れ
（
日
食
）
と
い
う
天
変
が
生
じ
、
天
照
大

御
神
が
再
び
復
活
し
て
高
天
原
（
天
上
）
の
秩
序
が

整
備
さ
れ
た
と
い
う
日
本
神
話
と
対
応
す
る
と
し

て
い
る
。
宇
宙
二
大
領
域
の
代
表
者
の
争
い
の
結
果

お
こ
っ
た
天
変
地
異
と
は
、
朝
鮮
の
場
合
複
数
の
日

月
の
出
現
で
あ
り
、
日
本
の
場
合
は
日
食
で
あ
る
。

太
陽
の
異
変
で
は
一
致
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
朝
鮮

の
各
界
分
治
後
の
複
数
の
日
月
の
出
現
と
そ
の
整

備
の
話
は
、
日
本
神
話
の
天
岩
戸
神
話
に
対
応
す

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
づ
い
て
、

地
上
の
混
沌
状
態
に
つ
い
て
は
重
さ
で
人
間
と
鬼

神
を
分
け
、
松
の
粉
で
動
植
物
を
黙
ら
せ
て
人
間
と

鬼
神
、
動
植
物
を
区
別
し
た
と
地
上
の
秩
序
の
設
定

を
述
べ
て
い
る
。
構
造
的
に
は
日
本
神
話
の
天
岩
戸

神
話
に
対
応
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
い
う
こ
と
に
な

る
と
す
る
。
こ
の
話
は
、
構
造
的
に
み
て
、
日
本
神

話
の
八
俣
大
蛇
退
治
に
対
応
す
る
と
し
、
混
沌
の
象

徴
で
あ
る
多
頭
の
蛇
を
退
治
す
る
こ
と
は
、
混
沌
状

態
を
整
備
し
て
、
地
上
に
秩
序
を
設
定
す
る
こ
と
で

あ
り
、
朝
鮮
神
話
と
見
事
に
対
応
し
て
い
る
と
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
日
本
の
記
紀
神
話
と
朝
鮮
の
巫

歌
型
創
世
神
話
は
、
種
々
の
伝
承
形
態
、
時
代
的
隔

た
り
を
越
え
て
、
神
話
モ
チ
ー
フ
の
類
似
に
と
ど
ま

ら
ず
、
神
話
の
構
造
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
本
質

的
な
対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、朝
鮮
に
は
、巨
人
の
排
泄
物
、嘔
吐
な
ど
に
よ
っ

て
山
川
が
作
ら
れ
た
と
い
う
世
界
巨
人
型
の
変
形

が
あ
り
、
笑
話
化
し
て
い
る
資
料
、
流
れ
島
伝
説
、

洪
水
型
兄
妹
人
祖
説
話
が
存
在
し
、
伝
説
化
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
南
方
系
の
創
世
神
話
が
存
在
し

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
研
究
課
題
で

あ
る
と
し
て
い
る
。

　

本
章
は
、
構
造
的
に
日
本
神
話
と
朝
鮮
神
話
の
比

較
検
討
を
試
み
る
そ
の
序
論
的
位
置
づ
け
を
持
ち
、

著
者
の
問
題
折
出
の
方
法
を
示
し
て
い
る
と
考
え
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ら
れ
る
の
で
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
提
示
し
て
み

た
の
で
あ
る
。
こ
の
後
に
、
著
者
の
意
図
す
る
「
文

化
史
的
な
研
究
方
法
」
で
の
論
考
が
展
開
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
多
面
的
に
神
話
を
把
握
し
よ

う
と
す
る
著
者
の
意
図
と
方
法
が
提
示
さ
れ
て
い

る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で

も
っ
て
、
日
本
神
話
と
朝
鮮
神
話
の
研
究
に
、
新
し

く
、
そ
の
一
歩
を
印
す
る
こ
と
の
で
き
る
書
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。

　

た
と
え
ば
、
著
者
が
朝
鮮
の
巫
歌
型
創
世
神
話
に

「
北
部
型
」
と
「
南
部
型
」
と
し
て
表
示
し
て
い
る

「
花
咲
か
せ
競
争
」
は
、日
本
で
は
「
ミ
ル
ク
と
サ
ー

カ
」
と
し
て
、
主
と
し
て
わ
が
国
の
南
の
島
々
に
分

布
し
て
い
る
話
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
話
群
に
着
目

し
た
故
和
井
田
学
氏
（
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
大
学
）

は
、
一
九
九
一
年
に
「
対
立
す
る
二
神
の
花
競
ベ
―

中
央
・
東
ア
ジ
ア
の
神
話
学
的
研
究
」（『
ア
ン
ソ
ロ

ポ
ス
』八
六
・
英
文
）を
発
表
し
て
い
る
。
本
論
文
は
、

琉
球
列
島
か
ら
「
ミ
ル
ク
と
サ
ー
カ
」
話
群
を
と
り

あ
げ
、
そ
の
中
央
ア
ジ
ア
起
源
、
そ
し
て
、
そ
の
南

東
方
面
へ
の
伝
播
が
朝
鮮
半
島
に
及
ぶ
点
を
詳
細

に
検
討
し
て
い
る
。
結
論
的
に
、
本
話
群
の
起
源
を

琉
球
列
島
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
朝
鮮

半
島
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
、
ソ
ヨ
ー
バ
イ
カ

ル
周
辺
の
ツ
ン
グ
ー
ス
、
ア
ル
タ
イ
・
タ
タ
ル
な
ど

に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
検
討
を
進
め
る
。
そ

し
て
、「
花
競
べ
神
話
」
の
起
源
は
、
中
央
ア
ジ
ア
、

特
に
イ
ラ
ン
伝
承
の
影
響
下
に
あ
っ
た
ブ
リ
ヤ
ー

ト
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
本
神
話

は
創
造
さ
れ
る
と
間
も
な
く
仏
教
的
変
容
を
受
け

て
い
る
。
そ
れ
は
バ
ラ
ガ
ン
ス
ク
地
方
の
モ
ン
ゴ
ル

と
ブ
リ
ヤ
ー
ト
と
い
う
ラ
マ
教
の
影
響
を
受
け
た

と
こ
ろ
で
変
容
し
た
と
推
考
で
き
る
と
し
て
い
る
。

本
論
文
は
、
琉
球
列
島
か
ら
「
ミ
ル
ク
と
サ
ー
カ
」

を
と
り
あ
げ
、
そ
の
中
央
ア
ジ
ア
起
源
、
そ
の
南
東

方
面
へ
の
伝
播
が
朝
鮮
半
島
に
及
ぶ
点
を
検
証
し
、

こ
の
視
点
か
ら
琉
球
列
島
の
本
話
群
を
整
理
・
検
討

し
て
提
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
話
群
の
琉
球
列

島
へ
の
伝
播
は
二
十
世
紀
初
頭
と
比
定
で
き
よ
う

と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
依
田
千
百
子
氏
の
新
著
『
朝
鮮
の
王

権
と
神
話
伝
承
』
の
第
一
部
「
越
境
す
る
神
話
伝
承
」

の
第
一
章
「
朝
鮮
の
巫
歌
型
創
世
神
話
の
構
造
と
記

紀
神
話
」
を
と
り
上
げ
、
著
者
の
問
題
点
の
把
握
と

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
、
さ
ら
に
、
こ
こ
で
、
著
者

が
問
題
点
と
し
て
整
理
し
、
表
示
し
て
い
る
「
花
競

べ
」
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
、
故
和
井
田
学
氏
の
先
駆

的
論
考
を
例
示
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
著
者
の
指

摘
す
る
問
題
点
が
今
後
の
研
究
に
つ
い
て
の
出
発

点
に
な
る
点
を
強
調
で
き
る
と
考
え
、
そ
の
一
端
を

紹
介
し
て
み
た
の
で
あ
る
。

　

著
者
の
巨
視
的
な
視
点
に
立
脚
し
、
論
考
を
精
細

に
展
開
し
つ
つ
細
部
に
至
る
と
い
う
方
法
を
と
り
、

結
論
に
至
る
点
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
点
を
強

調
し
て
お
き
た
い
。

（
二
〇
〇
七
年
、
本
体
一
二
六
〇
〇
円
、
勉
誠
出
版
）

　
　
　
　
　

（
や
ま
し
た
・
き
ん
い
ち
／

鹿
児
島
国
際
大
学
名
誉
教
授
）


